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1. はじめに

当社は古河スカイグループの「CSRレポート2006」を
2006年10月に発行し，同時にウェブサイトにも掲載し
ました。同レポートでは企業の社会的責任（Corporate 
Social Responsibility）について当社の取り組みをまとめ
ています。「CSRレポート2006」の表紙と目次を図1に示
し，全体の中から「CSRへの取り組み」と「地球温暖化防
止」の一部を以降の項で紹介します。

2. 当社のCSR活動

当社のめざすCSR活動の概要を図2に示します。2005
年1月より社内に「CSR委員会」を発足させ，“法令遵守”，
“環境保全”，“安全性向上”および“人材育成”という4つ
のテーマを掲げて，それぞれの側面から，体制の整備と
従業員の意識向上を図るとともに，事業全体に対するリ
スクの把握に取り組んでいます。
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環境保全のために
全事業所でISO14001認証を取得し、ゼロエ
ミッションや省エネルギー、地球温暖化防止、
リサイクル、環境調和型製品の開発などをテー
マとした継続的な活動を推進しています。

人材育成のために
アジアを中心とした生産拠点のグローバル化
が進むなか、古河スカイは多様な価値観を尊
重し、さまざまな個性や才能が発揮できる倫
理的で自律性溢れる人材育成プログラムの整
備を進めています。

法令遵守のために
法令遵守や公正で倫理的な行動を誓約した
「経営理念」「行動指針」を実践するために、
CSR委員会を設置するとともに、社員教育の
徹底や内部監査体制の強化に取り組んでいま
す。

安全性向上のために
安全で快適な労働環境を確保するために、経
営層が自ら先頭に立って安全衛生研修を実施
しているほか、地道に5S（整理・整頓・清掃・清
潔・しつけ）を展開するなど、“全工場互いに助
け合い”をスローガンに活動しています。

図2 古河スカイのめざすCSR
Fig.2 Outline of the CSR activities of Furukawa-Sky.

図1 「CSRレポート2006」
の表紙と目次

Fig.1 Front page and 
contents of the CSR 
Report 2006.
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3.2 リジェネバーナーへの切替

当社のアルミニウム鋳造工程では，アルミニウム地金
を溶解する際にバーナーを使用しています。そこで使用
される燃料が，エネルギー使用量全体の約3割を占めて
おり，省エネルギーを促進する上で，バーナーのエネル
ギー効率改善が最も効果的です。
このため当社では，2台のバーナーを1対として，燃料
と蓄熱（炉内ガス吸引）を交互に繰り返して廃熱回収を
行うことにより，燃焼効率を格段に向上させる「リジェ
ネバーナー」への切り替えを推進しており，2008年度ま
でに切り替えを完了する予定です。

4. おわりに

今後，皆様のご意見をいただき，よりよい報告書にし
ていきたいと思います。特に，早期に関連会社全体を含
めた環境連結を実現するとともに社会性報告の充実を図
りたいと思います。

3. 地球温暖化防止への取り組み

3.1 燃料転換

当社では，熱源としての燃料には，主に重油，LPGお
よびLNG※を使用しています。LNGは，重油に比べて発
熱量あたりのCO2排出量を約3割削減することができる
ため，当社は2003年以来，LNGへの燃料転換を進めてき
ました。図3に燃料比率の推移を示します。また，表1
に燃料別のCO2排出係数および発熱量を示します。
最近の原油価格の高騰を受けて，今後さらに燃料転換

を促進し，2009年度には，全エネルギー中のLNG比率を
32％に，また電力を除いた燃料中のLNG比率を62.8％に
まで高める予定です。

深谷工場と古河カラーアルミ㈱では，すでに都市ガス
パイプラインが敷かれており，LNG化が進んでいます。
また小山工場では，2006年度のパイプラインの計画に合
わせてLNG化を進めていきます。パイプライン計画の
ない日光工場と福井工場では，LNGタンク基地を新設し
てタンクローリーで輸送する計画で，すでに日光工場で
はタンク1基が稼働を開始しています。図4に日光工場
と深谷工場の燃料転換の例を示します。
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図3 燃料比率の推移
Fig.3 Trend in the percentage of fuels.

表1 燃料別CO2排出係数／発熱量比較
Table 1 Comparison of the CO2 emission coefficient/

calorific value of fuels.
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出典：「地球温暖化対策の推進に関する法律」施行令第三条(環境省）
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図4 日光工場と深谷工場の燃料転換の例
Fig.4 Fuel conversion facilities at the Nikko and Fukaya 

Works.

※ LNGにはパイプラインで供給される都市ガスも含む。


